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1.  平成23年3月期の業績（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

  当事業年度より、当該関連会社が関係会社ではなくなったため記載しておりません。 

(2) 財政状態 

 

(3) キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期 2,324 △3.2 △468 ― △481 ― △1,021 ―
22年3月期 2,402 △39.9 △405 ― △188 ― △120 ―

1株当たり当期純利益 潜在株式調整後1株当たり
当期純利益

自己資本当期純利益
率

総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

23年3月期 △1.01 ― △40.4 △13.4 △20.1
22年3月期 △0.12 ― △3.3 △3.9 △16.8

（参考） 持分法投資損益 23年3月期  ―百万円 22年3月期  △100百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期 3,569 2,528 70.8 2.51
22年3月期 4,736 3,604 76.1 3.58

（参考） 自己資本   23年3月期  2,528百万円 22年3月期  3,604百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

23年3月期 △819 19 △51 565
22年3月期 △332 362 △50 1,417

2.  配当の状況 

 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
純資産配当

率第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―
23年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―
24年3月期(予想) ― 0.00 ― 0.00 0.00 ―

3.  平成24年3月期の業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第2四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 1,400 20.6 △90 ― △85 ― △90 ― △0.08
通期 2,950 26.9 △150 ― △145 ― △160 ― △0.15



4.  その他 
(1) 重要な会計方針の変更 

  （注） 詳細は、添付資料のP19「重要な会計方針の変更」をご覧ください。 

(2) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う変更  ： 有
② ①以外の変更  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期 1,020,698,682 株 22年3月期 1,020,698,682 株
② 期末自己株式数 23年3月期 14,735,846 株 22年3月期 14,735,721 株
③ 期中平均株式数 23年3月期 1,005,962,836 株 22年3月期 1,005,963,277 株

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
  この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続きの対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続
きは終了しておりません。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
  本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が発表日現在 入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいて
おり、実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。 
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１．経営成績 

(1) 経営成績に関する分析 

①経営成績 

 当期のわが国経済は、緩やかな回復基調がみられたものの、東日本大震災が引き起こした甚大な被

害もあり、先行き不透明な状況となっております。 

 このような環境の下、当社の売上高につきましてニッケル事業では、需要家の在庫調整により販売数

量が落ち込みましたが、前年同期に比べＬＭＥ価格が上昇し販売価格も上昇したため、売上高は11億56

百万円（前年同期10億46百万円 10.4％増）となりました。 

 不動産事業では、販売物件の営業活動に努めた結果、２物件の成約となりましたが、１物件の引き

渡しが翌事業年度となったため、売上高は76百万円（前年同期63百万円 20.3％増）となりました。 

 教育事業では、テレビ及びラジオＣＭ等による新規生徒の募集と退会防止に努めましたが、生徒数

が減少したため、売上高は10億92百万円（前年同期12億91百万円 15.4％減）となりました。 

 また、営業外費用に有価証券評価損38百万円を計上し、特別損失に投資有価証券として保有してお

ります㈱東理ホールディングスの株価の下落のため減損処理による投資有価証券評価損等５億39百万円

を計上しました。 

 以上の結果、当期の業績は、売上高23億24百万円（前年同期売上高24億２百万円）、営業損失４億

68百万円（前年同期営業損失４億５百万円）、経常損失４億81百万円（前年同期経常損失１億88百万

円）、当期純損失10億21百万円（前年同期純損失１億20百万円）となりました。 

  

②次期の見通し 

 次期の業績につきましては東日本大震災による影響等により、さらに厳しい状況になると予想され

ますが、ニッケル事業は、ＬＭＥ価格及び為替の変動等に対応した仕入と販売のバランスをとりながら

拡販に努め、収益を確保する営業を目指してまいります。 

 不動産事業につきましては、事業環境の動向に注視し徐々に慎重姿勢から機動的な対応に変更しな

がら物件の仕入に努め、また販売用物件の販売促進をはかり、収益確保を目指してまいります。 

教育事業につきましては、４月より奈良地区に４校の校舎を新たに開設し、更に今後も時流に即した

スクラップ＆ビルドを行ない、生徒数の増加に努め収益向上を目指してまいります。 

環境事業につきましては、「コンポスト化システム」は、顧客の動向に柔軟に対応しビジネス化を進

めてまいります。また、「排気ガス低減装置」の開発につきましては、市場の状況に応じた取り組みを

進めてまいりましたが、市場の需要状況を鑑み、今期中に総体的な方向を決定したいと考えておりま

す。 

以上により平成24年３月期の通期業績の見通しにつきましては、売上高29億50百万円、営業損失1億

50百万円、経常損失1億45百万円、当期純損失1億60百万円を見込んでおります。 
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(2) 財政状態に関する分析 

①資産、負債及び純資産の状況 

 当事業年度末の資産総額は、前事業年度に比べ11億66百万円減少し、35億69百万円（前事業年度比

24.6％減）となりました。内訳は流動資産25億80百万円（前事業年度比21.1％減）、固定資産9億89百

万円（前事業年度比32.4％減）であります。 

 負債合計は、前事業年度に比べ90百万円減少し10億41百万円（前事業年度比7.9％減）となりまし

た。内訳は流動負債2億92百万円（前事業年度比9.3減）、固定負債7億48百万円（前事業年度比7.4％

減）であります。 

 この結果、純資産合計は、前事業年度に比べ10億76百万円減少し、25億28百万円（前事業年度比

29.8％減）となりました。 

  

②キャッシュ・フローの状況 

 当事業年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前事業年度末に比べ８億51

百万円減少し、５億65百万円となりました。 

 当事業年度におけるキャッシュ・フローの状況と増減の要因は、以下のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

  営業活動による資金の減少は、８億19百万円となりました。 

  主な要因は、棚卸資産の増加によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

  投資活動による資金の増加は、19百万円となりました。 

  主な要因は有価証券の売却によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

  財務活動による資金の減少は、51百万円となりました。 

  主な要因は、長期借入金の返済によるものであります。 

  

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移 

  

 
 (注) １．上記指標の算出方法 

      自己資本比率：自己資本／総資産 

      時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

    ２．株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出してお 

      ります。 

    ３．当社は有利子負債がありませんので、キャッシュ・フロー対有利子負債比率、インタレス 

      ト・ガバレッジ・レシオは記載をしておりません。 

 平成19年3月期 平成20年3月期 平成21年3月期 平成22年3月期 平成23年3月期

自己資本比率 88.7 81.5 74.1 76.1 70.8 

時価ベースの自己資本比率 185.4 145.1 60.0 63.7 56.3 
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(3) 利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

 当社は、株主の皆様への利益還元を経営の最重要政策に位置づけており、経営の改善と業務の効率

化に努め、企業価値を高めていく所存でありますが、当期の配当につきましては、誠に遺憾ながら損失

計上となった為、期末配当は見送ることとさせていただきます。 

 今後につきましては、一刻も早く復配が出来ますように、取り組んでまいります。 

  

(4) 事業等のリスク 

 当社の経営成績及び財政状態に影響を与える可能性がある事項には、以下のようなものがあり 

ます。 

（非鉄金属市況及び為替の変動） 

 当社の事業の一つでありますニッケル事業の製品については、ロンドン金属取引所（ＬＭＥ） 

の相場に決定される国際市況商品であるため、国際市況の変動を大きく受け、また為替変動の影 

響を受けます。このため、常に適正な在庫の確保に努めリスクの軽減を図っておりますが、非鉄 

金属の市況が当社の経営成績及び財政状態に影響を与える可能性があります。 

  

２．企業集団の状況 

 当社グループ（当社及び当社の関係会社）は、当社（株式会社エス・サイエンス）、子会社１社（ 

非連結会社）で構成され、主な事業の内容は、ニッケル事業、不動産事業、教育事業及び環境事業を 

営んでおります。 

 
  

事業系統図は下記のとおりです。 

  

区  分 主 要 製 品 等

 ニッケル事業  ニッケル地金及びニッケル塩類の販売 

 不動産事業  土地、建物の売買、仲介及び賃貸 

 教育事業  学習塾の経営 

 環境事業  コンポスト化システム装置の販売 

㈱エス・サイエンス （5721）　平成23年３月期 決算短信 [日本基準] （非連結）

4



  
３．経営方針 

  当社は、ニッケル事業、不動産事業、教育事業を中心に経営しておりますが、環境事業におけ 

る販売、開発にも取り組み、経営の多角化を推進し各事業の機動的な活動により企業価値を高め 

株主・顧客・従業員並びに社会にとって価値ある企業となることを目指しております。 

  

 当社は、収益向上と財務体質の強化を経営目標として、事業の改革と業績向上に取り組んでお 

り、今後も各事業部門の改革と、より柔軟な営業活動により、黒字体質への転換と変革を目指し 

安定配当を目標としております。 

  

 当社は、厳しい環境の下でも利益を確保できる事業構造・体制を目指した展開を行ないます。 

  

 業績回復に向けた事業構造の早期変革に取り組むことが重要であると認識しております。 

(1) 会社の経営の基本方針

(2) 目標とする経営指標

(3) 中長期的な会社の経営戦略

(4) 会社の対処すべき課題
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４．財務諸表 
（１）貸借対照表 

(単位：千円)

前事業年度 
(平成22年３月31日) 

当事業年度 
(平成23年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,417,853 580,979

受取手形 84,225 87,121

売掛金 134,345 204,967

営業未収入金 43,341 32,610

有価証券 549,059 456,545

販売用不動産 869,684 1,011,247

商品 5,791 39,807

製品 30,324 55,921

仕掛品 6,009 2,768

原材料 － 21,887

前渡金 14,403 －

前払費用 35,209 31,835

未収入金 24,741 53,291

預け金 51,377 2,360

その他 8,600 5,480

貸倒引当金 △3,864 △6,514

流動資産合計 3,271,103 2,580,311

固定資産   

有形固定資産   

建物 674,711 699,922

減価償却累計額 △338,571 △355,371

建物（純額） 336,139 344,550

構築物 29,778 29,778

減価償却累計額 △26,444 △26,856

構築物（純額） 3,333 2,922

機械及び装置 188,502 188,502

減価償却累計額 △184,161 △186,107

機械及び装置（純額） 4,340 2,395

車両運搬具 16,490 16,490

減価償却累計額 △6,762 △10,825

車両運搬具（純額） 9,727 5,664

工具、器具及び備品 180,694 183,557

減価償却累計額 △169,027 △170,275

工具、器具及び備品（純額） 11,667 13,281

リース資産 － 5,685

減価償却累計額 － △1,421

リース資産（純額） － 4,264

建設仮勘定 － 5,280
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(単位：千円)

前事業年度 
(平成22年３月31日) 

当事業年度 
(平成23年３月31日) 

有形固定資産合計 365,209 378,359

無形固定資産   

借地権 14,678 14,678

ソフトウエア 2,642 1,773

電話加入権 14,291 12,852

無形固定資産合計 31,611 29,304

投資その他の資産   

投資有価証券 82,636 327,753

関係会社株式 699,810 20,000

出資金 1,400 1,400

敷金及び保証金 187,589 197,300

長期貸付金 3,400 2,400

会員権 22,314 22,314

長期前払費用 5,101 5,236

長期未収入金 17,494 20,136

長期営業外未収入金 57,300 －

破産更生債権等 10,267 32,319

その他 8,266 10,936

貸倒引当金 △27,081 △57,860

投資その他の資産合計 1,068,499 581,937

固定資産合計 1,465,320 989,600

資産合計 4,736,423 3,569,911

負債の部   

流動負債   

買掛金 56,492 64,184

1年内返済予定の長期借入金 50,000 50,000

未払金 58,216 51,512

未払費用 39,191 36,120

未払法人税等 28,683 28,810

前受金 17,580 25,186

前受収益 － 4,085

預り金 9,070 10,414

賞与引当金 1,800 2,209

未払消費税等 10,515 －

訴訟損失引当金 50,593 －

事業構造改善引当金 － 19,059

その他 885 1,193

流動負債合計 323,029 292,776

固定負債   

長期借入金 696,000 646,000
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(単位：千円)

前事業年度 
(平成22年３月31日) 

当事業年度 
(平成23年３月31日) 

長期前受収益 － 2,070

リース債務 － 3,244

繰延税金負債 － 7

退職給付引当金 8,644 7,608

役員退職慰労引当金 44,790 43,910

長期預り金 59,300 －

受入敷金保証金 － 17,737

資産除去債務 － 27,953

固定負債合計 808,734 748,530

負債合計 1,131,763 1,041,307

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,000,000 5,000,000

資本剰余金   

その他資本剰余金 1,560,321 1,560,321

資本剰余金合計 1,560,321 1,560,321

利益剰余金   

その他利益剰余金   

繰越利益剰余金 △2,623,738 △3,645,387

利益剰余金合計 △2,623,738 △3,645,387

自己株式 △331,746 △331,746

株主資本合計 3,604,836 2,583,187

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △175 △54,582

評価・換算差額等合計 △175 △54,582

純資産合計 3,604,660 2,528,604

負債純資産合計 4,736,423 3,569,911
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（２）損益計算書 

(単位：千円)

前事業年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

売上高   

製品売上高 911,307 843,560

商品売上高 135,592 312,442

不動産事業売上高 63,481 76,386

教育関連事業収入 1,291,688 1,092,227

売上高合計 2,402,069 2,324,616

売上原価   

製品期首たな卸高 62,987 30,324

当期製品製造原価 808,319 870,843

合計 871,307 901,168

製品期末たな卸高 30,324 55,925

製品売上原価 840,982 845,243

商品期首たな卸高 45,999 5,791

当期商品仕入高 71,810 310,524

合計 117,810 316,315

商品期末たな卸高 5,791 39,807

商品売上原価 112,019 276,508

不動産事業売上原価 52,512 36,151

教育関連事業原価 1,172,219 1,043,315

売上原価合計 2,177,733 2,201,218

売上総利益 224,335 123,397

販売費及び一般管理費   

販売費 237,331 244,819

一般管理費 392,885 347,388

販売費及び一般管理費合計 630,216 592,208

営業損失（△） △405,880 △468,810

営業外収益   

受取利息 2,488 66

受取配当金 6,220 9,110

不動産賃貸料 5,934 5,936

有価証券評価益 189,492 －

その他 15,991 13,754

営業外収益合計 220,127 28,867

営業外費用   

売上割引 1,765 932

有価証券評価損 － 38,874

その他 1,003 1,772

営業外費用合計 2,768 41,578

経常損失（△） △188,522 △481,521
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(単位：千円)

前事業年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

特別利益   

過年度損益修正益 2,989 －

固定資産売却益 5,092 －

関係会社株式売却益 49,500 －

受取和解金 20,000 7,669

役員退職慰労引当金戻入額 8,810 880

訴訟損失引当金戻入額 57,038 －

その他 － 2,104

特別利益合計 143,431 10,654

特別損失   

過年度損益修正損 3,356 3,862

投資有価証券評価損 － 380,713

事業撤退損 9,493 4,594

減損損失 2,636 4,177

訴訟損失引当金繰入額 － 75,291

貸倒引当金繰入額 23,886 33,429

事業構造改善引当金繰入額  22,288

貸倒損失 23,000 5,625

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 9,026

その他 1,358 －

特別損失合計 63,731 539,008

税引前当期純損失（△） △108,822 △1,009,875

法人税、住民税及び事業税 12,156 11,773

法人税等合計 12,156 11,773

当期純損失（△） △120,978 △1,021,648
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（３）株主資本等変動計算書 

(単位：千円)

前事業年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

株主資本   

資本金   

前期末残高 5,000,000 5,000,000

当期末残高 5,000,000 5,000,000

資本剰余金   

その他資本剰余金   

前期末残高 1,560,321 1,560,321

当期末残高 1,560,321 1,560,321

資本剰余金合計   

前期末残高 1,560,321 1,560,321

当期末残高 1,560,321 1,560,321

利益剰余金   

その他利益剰余金   

繰越利益剰余金   

前期末残高 △2,502,760 △2,623,738

当期変動額   

当期純損失（△） △120,978 △1,021,648

当期変動額合計 △120,978 △1,021,648

当期末残高 △2,623,738 △3,645,387

利益剰余金合計   

前期末残高 △2,502,760 △2,623,738

当期変動額   

当期純損失（△） △120,978 △1,021,648

当期変動額合計 △120,978 △1,021,648

当期末残高 △2,623,738 △3,645,387

自己株式   

前期末残高 △331,743 △331,746

当期変動額   

自己株式の取得 △3 △0

当期変動額合計 △3 △0

当期末残高 △331,746 △331,746

株主資本合計   

前期末残高 3,725,817 3,604,836

当期変動額   

当期純損失（△） △120,978 △1,021,648

自己株式の取得 △3 0

当期変動額合計 △120,981 △1,021,648

当期末残高 3,604,836 2,583,187
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(単位：千円)

前事業年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金   

前期末残高 △338 △175

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 162 △54,406

当期変動額合計 162 △54,406

当期末残高 △175 △54,582

評価・換算差額等合計   

前期末残高 △338 △175

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 162 △54,406

当期変動額合計 162 △54,406

当期末残高 △175 △54,582

純資産合計   

前期末残高 3,725,479 3,604,660

当期変動額   

当期純損失（△） △120,978 △1,021,648

自己株式の取得 △3 △0

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 162 △54,406

当期変動額合計 △120,818 △1,076,055

当期末残高 3,604,660 2,528,604
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（４）キャッシュ・フロー計算書 

(単位：千円)

前事業年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前当期純損失（△） △108,822 △1,009,875

減価償却費 33,751 31,077

減損損失 2,636 4,177

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 9,026

投資有価証券評価損益（△は益） － 380,713

訴訟損失引当金の増減額（△は減少） △57,038 －

訴訟損失引当金繰入額 － 75,291

貸倒損失 115,293 3,411

有形及び無形固定資産売却損益（△は益） △5,092 －

関係会社株式売却損益（△は益） △49,500 －

受取利息及び受取配当金 △8,708 △9,176

事業構造改善引当金の増減額（△は減少） － 19,059

賞与引当金の増減額（△は減少） △1,131 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,510 △1,036

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △5,690 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △67,119 33,429

売上債権の増減額（△は増加） △111,986 △62,786

破産更生債権等の増減額（△は増加） － △22,051

仕入債務の増減額（△は減少） 41,795 6,139

たな卸資産の増減額（△は増加） 135,103 △218,103

売買目的有価証券の純増（△）減 △186,433 38,874

前渡金の増減額（△は増加） △14,388 14,403

前払費用の増減額（△は増加） 9,581 3,374

未収入金の増減額（△は増加） △8,499 △28,550

預け金の増減額（△は増加） 50,982 49,016

未払金の増減額（△は減少） △47,051 △6,573

未払費用の増減額（△は減少） △20,779 △3,070

預り金の増減額（△は減少） △1,604 －

前受金の増減額（△は減少） △1,491 7,606

前受収益の増減額（△は減少） － 3,199

預り敷金及び保証金の受入による収入 － 17,737

未払消費税等の増減額（△は減少） △12,301 △10,515

未払法人税等（外形標準課税）の増減額（△は減
少）

5,313 －

その他 △16,617 △15,644

小計 △328,289 △690,847

利息及び配当金の受取額 8,267 8,510

訴訟関連損失の支払額 － △125,885

法人税等の支払額 △12,976 △11,596

営業活動によるキャッシュ・フロー △332,998 △819,817
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(単位：千円)

前事業年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △13,171 △19,855

有価証券の売却による収入 － 53,856

関係会社株式の売却による収入 324,500 －

短期貸付けによる支出 △800,500 －

短期貸付金の回収による収入 800,341 －

長期貸付金の回収による収入 2,500 1,500

敷金及び保証金の回収による収入 40,595 6,477

敷金及び保証金の差入による支出 － △20,559

その他 8,365 △2,151

投資活動によるキャッシュ・フロー 362,631 19,268

財務活動によるキャッシュ・フロー   

リース債務の返済による支出 － △1,193

長期借入金の返済による支出 △50,000 △50,000

配当金の支払額 △469 －

その他 △3 △130

財務活動によるキャッシュ・フロー △50,473 △51,324

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △20,840 △851,873

現金及び現金同等物の期首残高 1,438,693 1,417,853

現金及び現金同等物の期末残高 1,417,853 565,979
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前事業年度（自 平成21年４月１日  至 平成22年３月31日） 

 当該事項はありません。 

  

当事業年度（自 平成22年４月１日  至 平成23年３月31日） 

 当該事項はありません。 

(5) 継続企業の前提に関する注記
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(6) 重要な会計方針

前事業年度 当事業年度

（自 平成21年4月 1日 （自 平成22年4月 1日

    至 平成22年3月31日）     至 平成23年3月31日）

1.有価証券の評価基準及び評価方法 1.有価証券の評価基準及び評価方法

(1) 子会社株式及び関連会社株式 (1) 子会社株式及び関連会社株式

      移動平均法による原価法          同左

(2）売買目的有価証券 (2）売買目的有価証券

     時価法（売却原価は移動平均法により算定）          同左

(3) その他有価証券 (3) その他有価証券

    時価のあるもの     時価のあるもの

       決算日の市場価格等に基づく時価法（評価 

   差額は全部純資産直入法により処理し、売 

   却原価は移動平均法により算定）

         同左

    時価のないもの     時価のないもの

      移動平均法による原価法          同左

 
2.たな卸資産の評価基準及び評価方法 2.たな卸資産の評価基準及び評価方法

   評価基準は原価法（収益性の低下による簿価 

  切下げの方法）によっております。

         同左

 
（1）製品、原材料及び仕掛品 （1）製品、原材料及び仕掛品

   （ニッケル事業）   （ニッケル事業）       

     先入先出法        同左
                 

   （その他の事業）    （その他の事業）

     先入先出法 

   

         同左

（2）貯蔵品 （2）貯蔵品

     先入先出法 

   

         同左

（3）販売用不動産 （3）販売用不動産

     個別法         同左
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前事業年度 当事業年度

（自 平成21年4月 1日 （自 平成22年4月 1日

    至 平成22年3月31日）     至 平成23年3月31日）

3.固定資産の減価償却の方法 3.固定資産の減価償却の方法

(1)有形固定資産 (1)有形固定資産

   定率法（ただし、平成10年4月1日以降に取得し 

 た建物（附帯設備は除く）については定額法） 

 を採用しております。 

  なお、主な耐用年数は以下のとおりです。 

 建物および構築物 

  10年～50年 

 機械装置及び運搬具 

  2年～10年

         同左

    
(2）無形固定資産 (2）無形固定資産

   定額法を採用しております。 

    なお、自社利用のソフトウエアについては、 

  社内における利用可能期間(5年)に基づいてお 

  ります。

         同左

 

4.引当金の計上基準 4.引当金の計上基準

(1)貸倒引当金 (1)貸倒引当金

  売上債権、貸付金等の貸倒損失に備えるため、 

 一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸 

 念債権等特定の債権については、個別に回収可 

 能性を検討し、回収不能見込額を計上しており 

 ます。

         同左

  
(2)賞与引当金 (2)賞与引当金

  従業員の賞与の支給に備えるため、将来の支給 

 見込額のうち当期対応分を計上しております。

         同左

  
(3)退職給付引当金 (3)退職給付引当金

   当社は、従業員の退職給付に備えるため、当事 

 業年度末における退職給付債務の見込額に基づ 

 き計上しております。

         同左

  
(4)役員退職慰労引当金 (4)役員退職慰労引当金

  役員の退職慰労金の支給に充てるため、取締役 

 会の内規に基づく期末要支給額を計上しており 

 ます。

         同左
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前事業年度 当事業年度

（自 平成21年4月 1日 （自 平成22年4月 1日

    至 平成22年3月31日）     至 平成23年3月31日）

(5)訴訟損失引当金 (5)訴訟損失引当金

  訴訟損失引当金は、工事代金の訴訟に備えるた 

 めに、損失負担見込額を計上しております。 

  

 

         同左

5.キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

  手許現金、要求払預金及び取得日から3ヶ月以 

 内に満期日の到来する流動性の高い、容易に換 

 金可能であり、かつ、価値の変動について僅少 

 なリスクしか負わない短期的な投資 

 

5.キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

         同左

6.その他財務諸表作成のための重要な事項 6.その他財務諸表作成のための重要な事項

(1)消費税等の会計処理 (1)消費税等の会計処理

   消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式を 

 採用しております。

         同左

 

(2)販売用不動産について (2)販売用不動産について

   販売用不動産のうち一定基準をこえる特定物件 

 にかかわる借入金利息を当該たな卸資産の取得 

 価額に算入する方法を採用しております。

         同左
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会計方針の変更 

 
  

  

表示方法の変更 

(7) 重要な会計方針の変更

前事業年度 当事業年度

（自 平成21年4月 1日 （自 平成22年4月 1日

 至 平成22年3月31日） 至 平成23年3月31日）

  （資産除去債務に関する会計基準の適用）

           ― 

  

 

 当事業年度より、「資産除去債務に関する会
計基準」(企業会計基準第18号 平成20年３月31
日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適
用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平成20
年３月31日）を適用しております。
 これにより、当事業年度における営業損失及
び経常損失はそれぞれ1,715千円増加し、また
同累計期間における税引前純損失は10,741千円
増加しております。

  

   

 

 

(自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日) 

前事業年度

(自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日) 

当事業年度

(損益計算書) 

  前事業年度の「その他の事業売上高」及び「その他の 

事業売上原価」は当事業年度においては「教育関連事業 

収入」及び「教育関連事業原価」として表示しておりま 

す。 

 

               

           ― 

㈱エス・サイエンス （5721）　平成23年３月期 決算短信 [日本基準] （非連結）

19



  

(貸借対照表関係) 

(8) 財務諸表に関する注記事項

前事業年度 当事業年度

（自 平成21年4月1日 （自 平成22年4月1日 
  至 平成22年3月31日) 至 平成23年3月31日) 

1.担保資産 1.担保資産 
(1) 担保に供している資産 (1) 担保に供している資産

 販売用不動産土地               349,921千円 販売不動産用土地       349,921千円

(2) 上記に対する債務 (2) 上記に対する債務

 1年以内返済予定長期借入金         50,000千円 1年以内返済予定長期借入金     50,000千円

       長期借入金        696,000千円     長期借入金            646,000千円

2.自己株式  2.自己株式  
 買取請求及び自己株式の取得での自己株式であ
 ります。 

買取請求及び自己株式の取得での自己株式であ
 ります。 

          普通株式     14,735,721株                    普通株式     14,735,846株

3.販売用不動産 3.販売用不動産
  当期に「販売用不動産」の取得価額に算入した
 借入金利息はありません。当期末残高に含まれ 
 る借入金利息算入額はありません。 

 当期に「販売用不動産」の取得価額に算入した
 借入金利息はありません。当期末残高に含まれ 
 る借入金利息算入額はありません。 

4.授権株式      普通株式 1,800,000,000株 4.授権株式      普通株式 1,800,000,000株 
 発行済株式数    普通株式 1,020,698,682株 発行済株式数  普通株式 1,020,698,682株

               自己株式    14,735,721株               自己株式     14,735,846株
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(損益計算書関係) 

(自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日) 

前事業年度

(自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日) 

当事業年度

１. 通常の販売目的で保有するたな卸資産の収益性の

低下による簿価切下額 

 

不動産事業原価 

製品売上原価 

27,456

6,684

千円

千円

１. 通常の販売目的で保有するたな卸資産の収益性の

低下による簿価切下額 

不動産事業原価 10,711千円

製品売上原価 8,709千円

       
２. 販売費の主な内容 

 

従業員給料 36,422千円 

賞与引当金繰入額 897千円 

支払手数料 241千円 

広告宣伝費 67,809千円 

減価償却費 5,159千円 

賃借料 9,466千円 

支払報酬 200千円 

租税公課 17,665千円 

貸倒引当金繰入額 3,691千円 

貸倒損失 1,717千円 

２. 販売費の主な内容 

従業員給料 40,418千円 

賞与引当金繰入額 921千円 

支払手数料 740千円 

広告宣伝費 76,891千円 

減価償却費 3,964千円 

賃借料 9,466千円 

支払報酬 1,645千円 

租税公課 19,041千円 

貸倒損失 4,747千円 

   
   

３. 一般管理費の主な内容 

 

役員報酬 62,917千円 

従業員給料 30,429千円 

賞与引当金繰入額 1,419千円 

支払手数料 67,956千円 

広告宣伝費 289千円 

減価償却費 4,512千円 

租税公課 

賃借料 

41,198

70,199

千円 

千円 

支払報酬 42,260千円 

研究開発費 3,879千円 

３. 一般管理費の主な内容 

役員報酬 55,021千円 

従業員給料 29,275千円 

賞与引当金繰入額 2,216千円 

雑給 

支払手数料 

7,171

57,737

千円 

千円 

広告宣伝費 1,072千円 

減価償却費 5,127千円 

租税公課 34,141千円 

賃借料 71,402千円 

支払報酬 26,459千円 

   

４. 研究開発費の総額 
 

一般管理費に含まれる研究開発費 3,879千円 

 
 

―   
  

 ５. 特別損失の「その他」に含まれているのは、固定 

   資産除却損1,280千円等であります。 

  

  
          ―         
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(自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日) 

前事業年度
(自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日) 

当事業年度

７. 当事業年度において、当社は、以下の資産グルー

プについて、減損損失を計上しました。 

 
当社は、事業セグメントを基本単位として資産を

グルーピングしており、教育事業については、教

室毎を基本単位としてグルーピングを行っており

ます。 

上記は、時価(正味売却価額)が取得原価に比べ著

しく下落したため、2,636千円の減損損失を計上

しました。なお回収可能額は正味売却価額によっ

ております。 

用途 種類 場所
減損損失
(千円)

事務所・ 
教室 

建物附属 
設備 

大阪府 
大阪市他 

1,836 

事務所・ 
教室 

工具器具 
備品 

大阪府 
大阪市他 

388 

事務所・ 
教室 

電話 
加入権 

大阪府 
大阪市他 

411 

合計   2,636 

７. 当事業年度において、当社は、以下の資産グルー

プについて、減損損失を計上しました。 

 
当社は、事業セグメントを基本単位として資産を

グルーピングしており、教育事業については、教

室毎を基本単位としてグルーピングを行っており

ます。 

上記は、時価(正味売却価額)が取得原価に比べ著

しく下落したため、4,177千円の減損損失を計上

しました。なお回収可能額は正味売却価額によっ

ております。 

用途 種類 場所
減損損失
(千円)

事務所・ 
教室 

建物 
大阪府 
大阪市他 

296 

事務所・ 
教室 

工具器具 
備品 

大阪府 
大阪市他 

1,715 

事務所・ 
教室 

建物附属 
設備 

大阪府 
大阪市他 

726 

事務所・ 
教室 

電話 
加入権 

大阪府 
大阪市他 

1,439 

合計   4,177 

 

８．固定資産除却損の内容 ８．固定資産除却損の内容 

 

   

 種類 金額（千円） 

 建物附属設備 1,055 

 工具器具備品   225

 合計 1,280
  

―  
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(株主資本等変動計算書関係) 

  
 

  

(キャッシュ・フロー計算書関係) 

  

 
  

  

  

(リース取引関係) 

  

リース取引に関する注記事項については、決算短信における開示の必要性が大きくないと考え 

 られるため開示を省略しております。 

前事業年度（自 平成21年4月1日 至 平成22年3月31日）  

自己株式に関する事項  
株式の種類 前事業年度末 増加 減少 当事業年度末

普通株式（株） 14,728,940 6,781         ―  14,735,721

（注）1.普通株式の自己株式の株式数の増加6,781株は、単元未満株式の買取りによる増加であり 
    ます。  

 

 

当事業年度（自 平成22年4月1日 至 平成23年3月31日）  

自己株式に関する事項  
株式の種類 前事業年度末 増加 減少 当事業年度末

普通株式（株） 14,735,721 125       ― 14,735,846

（注）1.普通株式の自己株式の株式数の増加125株は、単元未満株式の買取りによる増加でありま
    す。 
     
 

(自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日) 

前事業年度
(自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日) 

当事業年度

現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲載され

ている科目の金額との関係 

   

現金及び預金  1,417,853千円

現金及び現金同等物  1,417,853千円

現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲載され

ている科目の金額との関係 

  

現金及び預金  580,979千円

拘束性預金  △15,000千円

現金及び現金同等物  565,979千円
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(有価証券関係) 

  

前事業年度(自 平成21年4月1日  至 平成22年３月31日) 

子会社株式及び関連会社株式で時価のあるもの 

 
  

  

当事業年度(自 平成22年4月1日  至 平成23年３月31日) 

子会社株式及び関連会社株式で時価のあるもの 

 当事業年度より、当該関連会社が関係会社ではなくなったため、該当事項はありません。 

  

  

(デリバティブ取引関係) 

  

前事業年度(自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日)及び当事業年度(自 平成22年４月 

１日 至 平成23年３月31日) 

当社は、デリバティブ取引を利用していないため、該当事項はありません。 

区分 貸借対照表計上額(千円) 時価(千円) 差額(千円)

 関連会社株式 679,810 475,867 △203,943 

計 679,810 475,867 △203,943 
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(退職給付関係) 

  

前事業年度(自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日) 

１ 採用している退職給付制度の概要 

  当社は、退職一時金制度を設けております。 

  

２ 退職給付債務に関する事項 

 
(注) 退職給付債務の算定にあたり簡便法を選択しております。 

  

３ 退職給付費用に関する事項 

 
         

当事業年度(自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日) 

１ 採用している退職給付制度の概要 

  当社は、退職一時金制度を設けております。 

  

２ 退職給付債務に関する事項 

 
(注) 退職給付債務の算定にあたり簡便法を選択しております。 

  

３ 退職給付費用に関する事項 

  
(1) 退職給付債務 △8,644千円
(2) 退職給付引当金 △8,644千円

  
(1) 当期発生分の退職費用 1,510千円
(2) 退職給付費用 1,510千円

  
(1) 退職給付債務 △7,608千円
(2) 退職給付引当金 △7,608千円

  
(1) 当期発生分の退職費用 2,081千円
(2) 退職給付費用 2,081千円
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(ストック・オプション等関係) 

  

前事業年度(自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日)及び当事業年度(自  

平成22年４月１日 至 平成23年３月31日) 

    該当事項はありません。 

(企業結合等関係) 

 

前事業年度 当事業年度

（自 平成21年4月１日 （自 平成22年4月１日

  至 平成22年3月31日）   至 平成23年3月31日）

 
該当事項はありません。 該当事項はありません。

 

㈱エス・サイエンス （5721）　平成23年３月期 決算短信 [日本基準] （非連結）

26



  
(税効果会計関係) 

(自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日) 

前事業年度
(自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日) 

当事業年度

１ 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生原因別の内訳 

(単位：千円)

 

 

 繰延税金資産(流動)  

  訴訟損失引当金 20,586 

  未払事業税 6,724 

   その他 10,922 

 38,234 
  

  繰延税金資産(固定)  

  税務上の繰越欠損金 9,289,488

  関係会社株式評価損 1,559,595

  減価償却超過額 252,686

    投資有価証券 42,366

  長期未収入金 35,807

  貸付金 24,210

  貸倒引当金 10,121

  その他 201,690

 11,415,965

 繰延税金資産小計 11,454,199

 評価性引当金 △11,454,199

 繰延税金資産の純額      ―

１ 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生原因別の内訳 

(単位：千円)

 

 繰延税金資産(流動)  

  事業構造改善引当金 7,755

  未払事業税 6,704

  その他 10,909

 25,369

  

繰延税金資産(固定)  

  税務上の繰越欠損金 6,310,341

  投資有価証券 1,796,176

  減価償却超過額 55,024

  長期未収入金 37,002

  貸付金 24,210

  貸倒引当金 19,157

  その他 182,115

 8,424,027

 繰延税金資産小計 8,449,397

 評価性引当金 △8,442,393

 繰延税金資産の合計 7,003

  

繰延税金負債  

  その他有価証券評価差額金 △7

  資産除去債務 △7,003

  繰延税金負債合計 △7,010

  繰延税金負債の純額 △7

  

２ 税引前当期純損失のため、「法定実効税率」と「税

効果会計適用後の法人税等の負担率」との差異につい

ての項目別内訳は、記載しておりません。 

２ 税引前当期純損失のため、「法定実効税率」と「税

効果会計適用後の法人税等の負担率」との差異につい

ての項目別内訳は、記載しておりません。 
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(資産除去債務関係) 

  

  当事業年度（自 平成22年４月１日  至 平成23年３月31日） 

  

  資産除去債務のうち貸借対照表に計上しているもの 

   (１) 当該資産除去債務の概要 

     事業用定期借地権の返還時に係る原状回復費用であります。 

  

   (２) 当該資産除去債務の金額の算定方法 

     使用見込期間を取得から20年と見積り、割引率は1.6460％を使用して資産除去債務の 

    金額を計算しております。 

  

   (３) 当該事業年度における当該資産除去債務の総額の増減 
  

 
  

     (注) 当事業年度より「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準 第18号 平 

        成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会 

        計基準適用指針 第21号 平成20年３月31日）を適用したことによる期首時点に 

        おける残高であります。 

  

      (４) 当事業年度における四半期貸借対照表に計上しているもの以外の資産除去債務 

     当社は、賃貸借契約に基づき使用する教育事業における校舎のうち一部については、 

    退去時における原状回復に係る債務を有しておりますが、当該債務に関する賃借資産の 

    使用期限が明確でなく、現在のところ移転等も予定されていないことから、資産除去債 

    務を合理的に見積もることができません。そのため、当該債務に見合う資産除去債務を 

    計上しておりません。 

 期首残高（注）  27,497 千円  

 時の経過による調整額  456 千円  

 期末残高  27,953 千円  
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(セグメント情報等) 

  (セグメント情報) 

   （追加情報） 

  第１四半期会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号 

  平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準 

 適用指針第20号  平成20年３月21日)を適用しております。 

  

１  報告セグメントの概要 

  当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能であり、取締 

 役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっている 

 ものであります。当社は、東京（本社）並びに大阪に製品・サービス別の事業部を置き、各事業 

 部は取り扱う製品・サービスについて包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

 従って、当社は事業部を基礎とした製品・サービス別セグメントから構成されており、「ニッケ 

 ル事業」、「不動産事業」、「教育事業」及び「環境事業」の４つを報告セグメントとしており 

 ます。「ニッケル事業」はニッケル地金の加工・販売及びニッケル塩類の販売をしております。 

 「不動産事業」は不動産の販売、賃貸及び仲介をしております。「教育事業」は中学受験及び高 

 校受験のための学習塾の運営をしております。「環境事業」はコンポスト化システム装置の販売 

 をしております。 

  

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当事業年度(自  平成22年４月１日  至  平成23年３月31日) 

(単位：千円）

 
(注）  教育事業における外部顧客への売上高は、大阪地区に有する自社所有ビルの不動産賃貸料16,866千円が含ま 

れております。従いまして、不動産事業における外部顧客への売上高には当該大阪地区における不動産賃貸 

料16,866千円が含まれておりません。 

  

３  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容(差異調整に関する事項) 

  当事業年度(自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日) 

(単位：千円)

 
(注)  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

 

報告セグメント
合計

ニッケル事業 不動産事業 教育事業 環境事業

売上高      

 外部顧客への売上高 1,156,002 59,519 1,109,094 ─ 2,324,616 

計 1,156,002 59,519 1,109,094 ─ 2,324,616 

 セグメント損失(△) △6,126 △529 △108,138 △6,627 △121,421 

利 益 金 額

報告セグメント計 △121,421 

全社費用（注） △347,388 

損益計算書の営業損失(△) △468,810 
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(持分法投資損益等) 

 
※ 前事業年度まで、「持分法損益等」として、関連会社に対する投資の金額その他の事項を 

  記載しておりましたが、当事業年度より、当該関連会社が関係会社でなくなったため記載 

  しておりません。 

前事業年度 当事業年度

（自 平成21年4月１日 （自 平成21年4月１日

  至 平成22年3月31日）  至 平成22年3月31日）

関連会社に対する投資の金額 

679,810千円 ―             

持分法を適用した場合の投資の金額 

1,294,459千円  

持分法を適用した場合の投資損失の金額 

100,894千円            
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(関連当事者情報) 

  

前事業年度(自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日) 

(1)役員及び個人主要株主等 

 
(取引条件及び取引条件の決定方針等) 

1 取引金額には消費税等が含まれておりません。 

2 福村康廣は、平成21年９月８日付で当社取締役を退任しております。 

3 株式の譲渡については、直近の市場価格を勘案して決定しております。 

  

  

(2)子会社等 

 
  

(取引条件及び取引条件の決定方針等) 

このプロジェクトは中止になったので全額返却いたしました。 

  

属性
会社等 
の名称 
又は氏名

住所

資本金 
又は 
出資金 
(千円)

事業の 
内容又は
職業

議決権 
等の所有
(被所有)
割合 
(％)

内容
取引の 
内容

取引 
金額 
(千円)

科目
期末 
残高 
(千円)役員の 

兼任等
事業上の
関係

役員及びそ
の近親者が
議決権の過
半数を所有
している会
社等 
(当該会社等
の子会社を
含む) 

福村 康廣
東京都 
世田谷区

―
関連会社
役員

― ― ―

資金の貸付
及び回収

800,000
― ―

△800,000

貸付金利
息 

2,367 ― ― 

株式の譲
渡 

295,000 ― ― 

品田 守敏
神奈川
県 

横浜市 
― 

当社代
表取締
役 

(被所
有) 
1.9 

― ― 
株式の譲
渡 

29,500 ― ― 

属性
会社等 
の名称 
又は氏名

住所

資本金 
又は 
出資金 
(百万円)

事業の 
内容又は
職業

議決権 
等の所有
(被所有)
割合 
(％)

内容
取引の
内容

取引 
金額 
(千円)

科目
期末 
残高 
(千円)役員の 

兼任等
事業上の
関係

関連
会社

㈱東理ホ
ールディ
ングス 

東京都 
中央区

 10,000 
非鉄 
金属

(所有) 
14.5 

(被所有)
15.4

― ―

不動産
共同プ
ロジェ
クト 
資金

400,000 預り金 ― 
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当事業年度(自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日) 

(1)役員及び個人主要株主等 
  

 
  

(取引条件及び取引条件の決定方針等) 

1 取引金額には消費税等が含まれておりません。 

2 支払手数料については、直近の市場価格を勘案して決定しております。 

  

  

(2)子会社等 

  該当事項はありません。 

 
 

属 性
会社等
の名称
又は氏
名 

   
 
住 所

 

 
資本金又
は出資金
（千円）

事業の 
内容又
は職業 

 
議決権
等の所
有(被
所有)
割合
(％) 

 

  内容 

 
 
 
 

取引の
内容 

 
 

 
取引金額
(千円)
 
 
 

科目 

 
 

 

期 末
残 高
(千円) 

 

役 員
の 兼
任等 

事 業
上 の
関係 

役員及び
その近親
者が議決
権の過半
数を所有
している
会 社 等
（当 該 会
社等の子
会社を含
む） 

 
 
 
 
サンユー
不動産㈱
 

東京都
千代田
区 

 
 
 
 

 

30,000 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
不動産業
 

   
 
 
 
 
役員の
兼任1名

 
 
 
 
 
 

－

販売用
不動産
の共同
購入 

 

43,369 

 
 
 

 
 

未収
入金 43,771 

 
 
 

  

（所有）

－

(被所有)

本社移
転に係
る支払
手数料 

 

1,400 

 
 
 

 
 
 

－

 
 
 

－

－
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(１株当たり情報) 

  

(注) 算定上の基礎 

１．１株当たり純資産額 

 
  （注）1.潜在株式調整後1株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため 

            記載しておりません。 

   2.１株当たり当期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 
  

  

(重要な後発事象) 
  

 (自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日) 

前事業年度
(自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日) 

当事業年度

 

１株当たりの純資産(円) 3.58 2.51 
 

１株当たりの当期純損失(円) 0.12 1.01 
 

１株当たり配当金 ― ― 
 

項目 (自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日) 

前事業年度
 (自 平成22年４月１日 

  至 平成23年３月31日) 

当事業年度

当期純損失(千円) 120,978 1,021,648 

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ― 

普通株式に係る当期純損失(千円) 120,978 1,021,648 

普通株式の期中平均株式数(千株) 1,005,965 1,005,962 

(自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日) 

前事業年度
(自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日) 

当事業年度

 

             該当事項はありません。 

 

該当事項はありません。 
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５．その他 

  役員の異動 

     ①代表取締役の異動 

     該当事項はありません。 

  

    ②その他の役員の異動 

     その他の役員の異動につきましては、後日別途開示することといたします。 
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